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ぐ木貫バいくらよくれ，取入1η千芽全ゲこ・のよ竹所ぐけ、
　　波遍氷ハンダ・専・ζ一．あること也
・、多加東郊＼・1け1大水約言克瑚扱〔1図人1・’て咲卒すき・1と
　　バ喧ま！．い。
ノ。水旅館列幸、綱八色イル・叫又は瓶育よ／沐h翁葉書類など・’’星
　　虎行十ギと。
以上、秘硝㍑、訓1．竜．漸次わ1べ水族伽・1も半バ1そゆ泳い左
思って・いる、奄阜和御仁亭僻州’対ある・バ・内漆私）一
姫似牌μ月6拓打　（N．1η）」
一勲薄芝一　内海・富士夫
・発行所　　　＞頼戸．鳩海実蕨角叫承輿ノ督
　　　　　　和敢ム静白洗町　　　　　　タ躯声ソ呂メぶ実事交戸ケ吟
　　　　　　（電蓄垂・白浜濃紅刈
（艶）
